
 

 

 

 

 

 

 

 人から学ぶ 
 先週「浄水マルシェ」の運営に関わる方からの講話と「藤
嶋 昭先生」に「楽しい人生を拓いていきましょう」という
題名での講話をしていただく機会がありました。人の経験や
思いなどを聞く、失敗したこと成功したことの話から自分に
活かせことを見つけるというのはとても大切なことだと思い
ます。と言っても先生も中学生くらいの時に人の話に耳を傾
けていたかというと…といった感じです。人の話を聞いて
「なるほどな！」と感銘を受けたのは「中学 3年生」の時でした。まさに「受験生」になった頃からです。自分の
「未来」を考えるときに人生の先輩である人たちの経験談を聞いたり、本を読んだりしました。高校生になったら
とか、大学生・社会人になった自分なんて「イメージ」だけではさっぱり分からなかったからです。自分よりも先
の人生を歩んでいる人の失敗や成功の経験を聞いたりすることで少しでもイメージしやすくなったらと思っていま
した。先生の時代なんて「インターネット」が少しずつ普及してきた頃でした。今みたいにスマホやタブレットで
すぐに情報が手に入らないのです。なので、講話を聞ける機会を大切にしたり、卒業した先輩に会う機会があれば
聞いたり、本屋で立ち読みしたりしました。ゲームなどをしている時間を少し削って、人生の先輩の経験談を聞い
てみるのもいいかもしれませんね。９月にはグループごとに人生の先輩から話を聞く機会を考えています。楽しみ
にしていてください。 
 ３年間の集大成 

 「浄水マルシェ」の運営に関わる方たちからの講話を実施した理由は、今
年の「まごフェス」の為です。１年生の頃は、まだ何もわからない状態の中
で「SDGs」をテーマに来場した人たちと関わり、楽しんでもらうためのブ
ースを開きました。２年生では、「企業と商品開発」をテーマに来場者に自
分たちの考えた商品で喜んでもらうためのブースを開きました。また、足助
訪問も実施して「浄水地区」がこれからも人の
集まる地域になっていくことについて考えまし
た。いよいよ３年生となり、最後の「まごフェ
ス」を迎えます。「まごフェス実行委員」が考え
た案は「マルシェ」を開くことでした。浄水駅

を拠点に開催されるマルシェをもっと多くの人に知ってもらい、浄水地区がいろいろ
な地域から人が集まる場所になっていってほしいという思いが込められています。２
年生の頃は企業とコラボして商品を開発をしました。しかし、今年は違います！今ま

での経験を活かして「学級のオリジナル」のもので来た人た
ちに喜んでもらったり、楽しんでもらったりしてもらいたいです。自分たちで作ったもの
を買って喜んでもらう、一緒に作って楽しんでもらうなど幅広い「サービス」を考えて準
備を進めていきましょう。商品を手にした人に喜んでもらうためには、自分たちの商品に
「自信」と「責任」が必要になります。企業の人たちがどのような思いで商品を作ってき
たのか一緒に学んだみんななら考えられると思います。自分たちの商品やサービスでお金
をもうという経験もとても貴重だと思います。しっかりと学級で話し合って、来場してく
れた人たちを笑顔にしていきましょう！ 
 まごフェスと言えば！昨年の 26学級が CoCo壱番屋とコラボして作成した「まごころ
カレー」が本社の審査を通過して、期間限定メニュー化に成功しました。地元の食材を中
心に内藤精肉店さんの肉を使用した「浄水スペシャル」になっています。１日の数にも限
りがあるので早めに食べに行ってみてください！ 
 

「来週以降の予定」 

日 曜 内容 下校 

 

日 曜 内容 下校 

６ 月 ⑤ネットモラル集会⑥なし 14:30 13 月 個別懇談会(午後) 14:30 

７ 火  16:05 14 火 個別懇談会(午後) 16:05 

８ 水  16:05 15 水 個別懇談会(午後) 16:05 

９ 木 学習診断テスト 14:40 16 木 個別懇談会(午後) 14:40 

10 金  16:05 17 金 ③大掃除 ④全校集会 16:05 

11 土   18 土   

12 日   19 日   

文責 稲葉浩志 


